
戦国時代の城館の庭園

設岸石組等に大ぶりな石を用い、複雑な平面形を持つ

池庭。15世紀中頃から16世紀末にいたる戦国l時代の城館

庭園の意匠について、かつてはこういう認識が一般的で

あった。一釆谷朝倉氏遺跡;の湯殿・諏訪館・南|湯寺の 3

庭園(福井市)、朽木氏館跡(旧秀|舜寺)庭図(滋賀県朽木

村)および北畠国司館跡、庭闘(三重県美杉村)といった地

上に追存した庭聞からの認識である。しかし、発掘調査

によって検出された庭図の意匠のなかには、必ずしもこ

の認識の範時に入らない事例が少なくない。ここでは、

そうした事例を概観したうえで、このl時代の城館庭園の

機能と意匠の意味について報告しておく 。なお、本報告

は、平成8・9年度所内科研「発捌庭園資料の収集とデ

ータベース作成J(最終成果は 『発掘庭問資料J)の一環と

して両年度に開催した íl~国J~jの庭因追跡:.fVf究集会」の成

果をもとに、若干の考察を加えたものである。

結山水枯山水は、 f作庭記jに記されるように、本来は

水のない部分に配された石組を指した。庭園の局部手法

としてのこの枯山水は、 :1ヒ畠国司館跡庭聞などでも見ら

れるように脈々と伝承されてきた。しかし、ここでいう

柁jlll水とは、水を用いず石組や刈込で山水の風景を象徴

的に表現する様式としての枯山水で、 一般に室町時代中

期以降に成立したとされるものである。この様式として

のJ住illl水が、松波城跡(石川県-内浦町)、池田城跡(大阪

府池田市・図 2)、大内氏館跡(山口市)、八王子城跡

(東京都八王子市)などで発掘されている。

松波城跡の枯山水は、減の東部、東に海をのぞむ20m

四方の小事~で検出された。西の斜面を背景に、縦使いに

~泣き詰めた属平な小石と要所に据えた最石で北から南へ

下る渓流を表現したもので、北東方で検出された小規模

な礎石建物からの鑑ii・を意図したものであろう。築造H寺

期は、出土造物から14世紀末から15世紀初頭と報告され

ているが、能登松波氏の創立が文明6年(1474)とされる

ことから、これ以降のものと考えるのがむしろ妥当であ

ろう。

池田城跡の枯山水は、 東西80m南北100mの主郭の中央

東よりにある。東側の土品を背景とした野筋状の高まり

に円礁を敷き詰め、そこに最大 1mの石を含む10石をお
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図1 r祭礼草紙j(前回育徳会所蔵)

もに立石として配し、そのT前荷面を枯i池也状のE際袋敷きで蛙え

ている。J相枯促防i山水の西方には盟鑑:物辿

こからの鑑i弘1:を意図したものであることがわかる。この

紡山水の築造は、文明元年 (1469)以降と考えられ、 『政

党大僧正日記j文明19年(1487)3月14日条「池田庭倉以

下拝見之、鷲目者也J(傍点筆者)と記されたものであろ

うと推定されている。

大内氏館跡で検出された枯山水は、 160m四方の館の四

辺北部、西郷の肩にあたるところに、 書院と見られる建

物に付属する庭固として築造されている。南端に高さ

1.7m胴0.7mの石を立てて(倒れた状態で検出)枯滝とし、

そこから二|じには問機を放きつめて枯流れとする。庭景の

焦点は枯滝であり、建物から雨向けに鏡賞する意図での

~:匠であろう 。 築造l時期は、大内義隆が当主であった 16

世紀中頃と推定される。

八王子城跡の枯山水は、城主居館のあった主事~の北西

部、北と西を山の斜iiiiで、i$iと東を大型の礎石建物で限

られた平坦地に位置する。桁行15問梁間9115の規模を持

つ東の建物は主殿、桁行11間梁間6問のT朽の建物は会所

と見られ、 1-2mの大ぷりの石を多数配した庭園は、

山の斜而を背景にして、南の会所からの鑑1'1:を意図して

築造されたものと見られる。北条氏l!設による八王子城の

築城は天正10年 (1582)-15年頃であり、枯山水もこの間

の築造であることは確実である。

幾何学的意匠 90ml田方の規模を持つ朝倉氏追跡、義張。館

で検出された庭聞は、館の南東附付近の池庭と花壇(図

3 )からなる。池!走も山館の地形を生かした秀作である

が、注目したいのは花埴である。建物に閉まれた中庭と

おぼしき空間に、西-北・東の三方を切石で南を玉石で

区画した束西9.8m南北2.8mの長方形の盛土(高さ15cm)

が見つかった。Tiiの建物は泉殿、;1との建物は会所と考え

られ、それらからの鑑ft・を意図した花壇と判断されてい

る。庭園築造は足利義昭の御成のあった永禄11年(1568)

をわずかにさかのぼる|時期と考えられる。

単純な平面形の池庭北島国司館跡庭闘に代表される よ

うな複雑な形の池とは異なり、ほぽ桁円形の一見平凡な

形の池を持つ庭図が東氏館跡、(1岐阜県大和町 ・図4)、



図2 池田減跡・枯山水巡構 図3 朝倉氏沼跡義賓館・花il'i遺稿 図4 東氏館跡 ・図池遺構

大内氏館跡などで発掘されている。

東氏館跡の図i也は館南部の山寄りにある。i也は東西

25m南北11mの桁円形に近い形て、中央商ぬ.りにこれも桁

円形の中島を配する。 i也の諮岸は全周石総lで、 1.1 .l t~ も石

組の謎岸で聞われる。rll尚の北面にi白いた一文字の石は

明らかに;1じからの鑑itを意識したものであり、:il1fl
'
tは確

認されていないものの池の北に建物が惣定される。築造

は、地桃の状況等から文明元年(1469)から11リもないILy)則

と考えられる。

大内氏館跡の悶i也は、 160mlm方のJIGの南東側にある。

南北39m東西20m、;1ヒ岸を直線とするおおよそ桁川形で

中央に南北14m東西 7mの中島を配する。設jギのうち:1ヒ

岸はほぼ垂直な石和で、その他は傾斜のある石組と見ら

れる。池の東と南は土22であり 、西または北からの鑑1't

に対応するものであることは確かである。明応 9年

(15∞)-永正7年(1510)の足利義ヲ1.の滞在に対応したも

のと見れば、築造は15世紀末と考えられる。

多様な意匠の意昧 発~i制調交の成栄によって、 l隣国H守代

の城館庭回の~.:匠は、従来考えられていたよりも 、 多様

なものであることが明らかになった。その理由は、これ

らの減館においても、京都の将軍家を初めとする上級武

家住宅などを規範に、庭問が会所にflうものとして築造

されていたことがあげられる。室IIIJ時代の会所の機能は、

第一に遊興・社交、第二に対而 ・接待であり 、そうした

機能に対応して室内の床や抑jへの美術品の飾付けが符へ

のもてなしとされていたことは、多くの先学の示すとこ

ろである。そして、そうした室内の飾付けは早いH剖羽に

屋外空間へも拡大していたことが、 縁先にi白いた台に1.r..

石を飾っている状況を姉いた 『祭礼草紙J(14世紀末-15

世紀両iPI土の制作か・図 1)の一こまからもうかがえる。

会所に接する屋外空IliJは、いわば室内からの視線に対す

るもてなしの空間であり、 『祭礼III紙jの盆石が庭!虫|へと

転化するのは当然の成りゆきであった。そのような成立

過程を持つ庭図が室内からの視線に対応した方向性を持

ち、唐物好みに代表される会所のfiilj付け同様、新奇な1:f:

匠をよしとしたことも疑いない。こうした文脈で城館庭

園を見るとき、複雑な平而形と護岸石組を備えたi也庭の

他に、枯山水があり、 長方形の花壇があり 、あるいは平

而的には一見単純な桁円形のj也があるといった多様性は、

それぞれの城町{ごとの立地に応じ、独自性を凝らしたも

てなしのあり方を示すものと言えよう。

庭園文化の伝播 応仁の乱以降、民族や僧侶のほか述歌

師、絵r.m、芸能者といった芸術活動の担い手が、荒廃し

た京都から地方の有力武将のもとを訪問したり、活動の

拠点を移すことは稀ではなかった。そうした人々を招い

た武将が、社交としての寄合のrllで、美術品の価値や展

示について彼らから情報を得、語り合う ことも日ィ常的に

行われていた。たとえばこの|時代、京都を拠点としつつ

粉力的に諸国をめぐった述歌師・宗祇(1421-1502)の足

跡を迫うと、 美政篠l協域の束常縁、越前一乗谷の朝倉孝

1;t、周防山口の大内政弘、摂津池111の池l日正租などの訪

問先が浮かび上がってくる。東氏館湖、や池田城跡て‘発掘

された!定問はまさにこの宗祇訪111]時に存在していたもの

と考えられ、またi;Q]倉氏遺跡i易般のJ廷闘も存夜していた

可能性がある。さらに、当H寺大内政弘の別館であった築

山殿に政弘自慢のJ定聞が存在したことは、築山殿での辿

歌会における宗祇の発句 fi也はうみこすゑは夏のみ111か

な」 が「此所のさまをつかふまつるベしJ という政弘 I~I

らの所望によるものであるという記載 (f老葉j初編本)

からも明らかである。そして、こうしたやりとりは、寄

合において庭園が話題のqJ核をなし、情報が交換される

こともままあったという事実を明i僚に示している。築山

殿の闘i也逃桃は猟:認されておらず、大内氏館跡南東附で

発摘された岡i也は政弘の子 ・義興のi時期のものと:[fl;定さ

れている。しかし、この南東|純国池と東氏館跡で発掘さ

れた I~tl池との平而形の類似を見るとき、 ïìíî者の築造に際

し宗祇からの情報による後者の意匠が参考にされた、と

いう可能性が感じられなくもない。

Ij戦i成役国H

者者.によつて全国にイ伝云討f櫛箭し、その伝掃先で新奇な趣向を付

加され、それがさらに伝摘するといったネッ トワークが

形成されていた、と見ることもあながち的外れではない

のではなかろうか。

(小野健吉/ 月U:~i燦 JJ;(宮跡-'íê抗|湖ゴ't~~)
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